
自己評価票 現代産業科学館

自己

評価

総合

評価
自己評価

達成 4 A 達成 達成値≧75％ 4

ほぼ達成 3 B ほぼ達成 達成値≧65% 3

やや不十分 2 C やや不十分 達成値≧50% 2

不十分 1 D 不十分 達成値＜50% 1

値の説明 数値

２年度実績 2597件

資料総点数 2593件

２年度実績 2035点

前年度実績 2029点

２年度実績 52回

館設定２年度の目標 50回

２年度実績 0件

要望のあった件数 1件

２年度実績 3件

要望のあった件数 3件

２年度実績 1件

要望のあった件数 1件

２年度実績 19件

前年度実績 10件

２年度実績 0件

要望のあった件数 0件

２年度実績 3件

館の計画 3件

２年度実績 17,057人

前年度実績 128,819人

２年度実績 0人

前年度実績 10,641人

２年度実績 0人

前年度実績 14,886人

２年度実績 11,943人

館設定２年度の目標 12,500人

２年度実績 5回

館設定２年度の目標 5回

２年度実績 0回

館設定２年度の目標 1回

２年度実績 0回

館設定２年度の目標 1回

目標値＜50％

分類 大項目 中項目
小　　項　　目 達成

状況

千葉県立博物館の事業に係る意見交換会　自己評価票

達成度（数値達成度のめやす） 満足度欄の達成度

目標値≧100％

目標値≧80％

目標値≧50％

総合

評価
備考

　上段：達成値　下段：目標値

Ⅰ

収蔵資料の

整理・保存

有効活用・

調査研究

収蔵資料

1 博物館資料の受入等 4

4

収蔵資料

の有効活

用

4 館外貸出（外部機関等展示等） 1

C

新型コロナウイルス感染症流行によ

り、先方の展示が中止となった

A2 資料の情報化・公開実績 4

3 資料の保守・管理の実施

5 館内利用（学術調査等） 4

6 著作物資料への利用（出版物掲載等） 4

大項目Ⅰの総合評価（Ａ～Ｄ） B

8 共同調査事業件数 件数調査研究

7 調査事業件数 件数 4

博物館コメント
・新型コロナ感染症拡大により企画展は中止となったが、調査事業を充実させ、その成果を今後の展示等に活用する。

・利用者の視点にたってデータベースを整備・充実させる。

Ⅱ

入館者数と

来館者の満

足度

来館状況

1 博物館 入館者数 1

D

災害や新型コロナウイルス感染

症流行により、イベント中止や

臨時休館が発生したため

総合的な

満足度

8 博物館
アンケート満足度

「とっても良かっ

た」＋「良かった」

の割合

２年度実績

1
新型コロナウイルス感染症流

行により中止となった

4

5

(カ・ラ・ク・る）

4

ドームギャラリー

展（事業名）
入館者数

（カ・ラ・ク・る）

（プラネタリウ

ム）

A

9
研究成果の公開状

況
論文研究報告 4

D

（スーパーコンピュータ

「京」がやってきた）

3

企画展（事業名）

入館者数

7 プラネタリウム 実施回数 1
新型コロナウイルス感染症流

行により中止となった

2

企画展（事業名）

入館者数 1
新型コロナウイルス感染症流

行により中止となった

展示の充

実

満足度に係るアンケートは未

実施

9
企画展（事業名）

２年度実績 0% 1
新型コロナウイルス感染症流

行により中止となった（カ・ラ・ク・る）

6

企画展（事業名）

実施回数 1
新型コロナウイルス感染症流

行により中止となった

常設展示 更新回数 4

C

大項目Ⅱの総合評価（Ａ～D） D

博物館コメント

・最先端のコンピューター『京』は、後継機である『富岳』がテレビ等で紹介されたこともあり、多くの来館者の興味・関心を集めた。

・新型コロナウィルス感染拡大防止の緊急事態宣言により、臨時休館や一部閉室等の対応を行った。当館の来館者層は小学生以下の子ども同伴の家

族が多いことから、体験型展示が閉鎖され、演示実験も中止になったことにより、来館者数は大幅に減少した。

10 プラネタリウム ２年度実績 0% 1
満足度に係るアンケートは未

実施
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自己評価票 現代産業科学館

値の説明 数値
分類 大項目 中項目

小　　項　　目 達成

状況

総合

評価
備考

　上段：達成値　下段：目標値

２年度実績 84%

館設定２年度の目標 100%

２年度実績 1件

館設定２年度の目標 1件

２年度実績 116回

館設定２年度の目標 150回

２年度実績 90,036件

前年度実績 165,900件

２年度実績 9件

前年度実績 13件

２年度実績 0校

前年度実績 109校

２年度実績 0人

前年度実績 10473人

２年度実績 0人

前年度実績 45850人

２年度実績 4校

要望があった数 4校

２年度実績 476人

前年度実績 536人

２年度実績 5団体

前年度実績 35団体

２年度実績 4回

前年度実績 42回

２年度実績 67人

館設定２年度の目標 49809人

２年度実績 0人

前年度実績 139人

２年度実績 67人

前年度実績 467人

大項目Ⅲの総合評価（Ａ～D） B

博物館コメント

Ⅲ 財源の確保

3

B

外部資金 2 外部資金の獲得 件数 4

入場料 1 入場料収入 達成率

2

C2 HPでの利用状況 アクセス数 2

1 HP等の情報発信 アップ数

3
報道機関への情報

発信
取材報告件数 2

博物館コメント

・緊急事態宣言の発出に伴い開館状況が変わるため、HP等で素早く館の状況を伝える取組に努めた。

・イベントの減少に伴いアクセス数は減少したと思われる。

・引き続き情報提供に努めていく。

Ⅴ

学校及び地

域（関係団

体）との連

携・協働

学校との

連携

1

学校利用受入

学校数 1

C3 生徒・児童 入館者数 1
1年度：幼児12,774人を含

む。

地域関係

団体との

連携

6

連携・共催（大

学、NPO等）

団体数 1

D

市川市、葛南地方技術教育センター、Ｎ

ＰＯ法人くらしとバイオプラザ21、千葉

工業大学、かずさＤＮＡ研究所

4
博学連携（幼小中

高への出前講座

等）

Ⅳ

広報活動の

積極的な展

開

広報情報

発信

学校数 4

県立船橋高校との連携事業ほか（「出張

講座」や緊急事態宣言などにより中止に

なった学校との連携事業を除く）

5 利用者数 3

新型コロナウイルス感染症流

行により団体の受入れが中止

となった

2 入館者数 1
1年度：幼児1,973人を含む。

大項目Ⅳの総合評価（Ａ～D） C

7

9 友の会活動 利用人数 1

利用回数 1

地域・大学等との連携事業の多

くが、新型コロナウイルス感染

症流行により中止となった

8 利用者数 1

地域・大学等との連携事業の多

くが、新型コロナウイルス感染

症流行により中止となった

大項目Ⅴの総合評価（Ａ～D） C

博物館コメント
・新型コロナウィルス感染症流行により多くの連携事業が中止となったが、館独自に施設利用のガイドラインを作成し感染対策を徹底したうえで、

いくつかの事業を実施することができた。

10 ボランティア活動 活動延人数 1
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自己評価票 現代産業科学館

値の説明 数値
分類 大項目 中項目

小　　項　　目 達成

状況

総合

評価
備考

　上段：達成値　下段：目標値

２年度実績 0人

前年度実績 110人

２年度実績 0人

前年度実績 265人

２年度実績 46人

前年度実績 80人

２年度実績 18人

募集員数 18人

２年度実績 17人

募集員数 18人

２年度実績 17人

募集員数 18人

２年度実績 0人

前年度実績 630人

２年度実績 33人

前年度実績 916人

２年度実績

２年度実績

２年度実績

２年度実績

２年度実績

２年度実績

２年度実績

２年度実績

２年度実績 150件

前年度実績 532件

２年度実績 6人

館設定２年度の目標 6人

２年度実績 0人

前年度実績 118人

２年度実績 0人

前年度実績 25人

２年度実績 0人

前年度実績 3人

２年度実績 1回

館の計画 1回

２年度実績 2回

館の計画 2回

3
クリスマス

実験講座
参加者数 2

参加者数 1

D

新型コロナウイルス感染症流

行により中止

2

夢チャレン

ジ体験ス

クール

参加者数 1
エアコン故障による臨時休館

のため中止

1

講座

講演会

6

不思議なステ

ンドグラスを

つくろう

参加者数 3

参加者数 4

B5

きらきらミ

ラーキューブ

をつくろう

参加者数 3

4

体験

教室

光るスライ

ムをつくろ

う

8 展示解説ツアー 参加者数 1
博物館実習などの研修等で実

施

たんけん科学館 参加者数 1

D

新型コロナウイルス感染症流行

により、臨時休館のため中止
7

総合的な

満足度

9

講座

展示運営協

力会講演会
満足度「とっても良

かった」＋「良かっ

た」の割合

11
クリスマス

実験講座
100%

14

15 たんけん科学館
満足度「とっても良

かった」＋「良かっ

た」の割合

12

体験

教室

光るスライム

をつくろう
満足度「とっても良

かった」＋「良かっ

た」の割合

94%

13

A

新型コロナウイルス感染症流

行により中止

10
夢チャレンジ

体験スクール

エアコン故障による臨時休館

のため中止

4

4

A

不思議なステ

ンドグラスを

つくろう

100% 4

きらきらミ

ラーキューブ

をつくろう

100% 4

団体予約に関する問い合わせ

多数

大項目Ⅵの総合評価（Ａ～D） B

利用状況 17

相談件数

（来館、メール、電

話等）

利用件数 1 C

Ⅵ
教育・普及

活動

来館状況

16 展示解説ツアー

2 教員等の研修 1
新型コロナウイルス感染症流

行により中止

博物館コメント
・体験教室は、館作成の新型コロナ対策ガイドラインに基づき、事業ごとに「リスク評価」を行い安全に実施した。

・参加者には貴重な体験の場を提供でき、満足度は高かった。

Ⅶ
人材育成と

安全管理

実習

研修

1 博物館実習 4

C

3 職場体験 1 希望者なし

4 インターンシップ 1 希望者なし

博物館コメント ・教員等研修では、引き続きプログラミング教育など本館の特色を活かした研修項目等の内容の充実を図る。

6 防災訓練実施等 実施回数 4

安全管理

5 研修会の開催 実施回数 4

A

大項目Ⅶの総合評価（Ａ～D） B
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自己評価票 現代産業科学館

値の説明 数値
分類 大項目 中項目

小　　項　　目 達成

状況

総合

評価
備考

　上段：達成値　下段：目標値

２年度実績 0団体

前年度実績 76団体

２年度実績 0人

前年度実績 2133人

２年度実績 0団体

前年度実績 5団体

２年度実績 13人

前年度実績 283人

２年度実績 36件

館設定２年度の目標 24件

２年度実績 1件

館設定２年度の目標 1件

２年度実績 0件

館設定２年度の目標 1件

２年度実績 1498回

館設定２年度の目標 1498回

２年度実績 50件

館設定２年度の目標 50件

２年度実績 2回

館設定２年度の目標 2回

２年度実績 21件

館設定２年度の目標 21件

Ⅷ
観光資源と

しての活用
観光連携

1

県外来館団体入込

1

インターネットを活

用したオンラインで

の講座等の開催

開催回数

大項目Ⅷの総合評価（Ａ～D） D

博物館コメント
・館内案内については、「ユニバ―サルデザイン」などわかりやすい表示につとめ、新型コロナ対策の「ソーシャルディスタンス」や通路の指示、

消毒の徹底などを周知した。

4 1

D

新型コロナウイルス感染症流

行により団体予約中止のため

2 1

3

外国人来館入込

1

1
緊急事態宣言のため休館とな

り中止

大項目Ⅸの総合評価（Ａ～D） B

4

B

おうちでつくってみよう17件

おうちでマジックしよう19件

2
オンライン参加型

展示の実施
開催回数 4

「クラシックカー・スポーツ

カーin科学館WEB」Ⅸ ICTの活用
ICTの活

用

1

デジタルミュージ

アム等のコンテン

ツの作成・整備

制作数

3

感染対策のための展示物等制限作業 4

抗菌処理作業 4

博物館コメント

・「おうちシリーズ」では、身近な素材を活かし、家庭で楽しめる実験や工作作りのノウハウを提供した。

・オンラインを活用した「研究所見学in科学館」は、連携先とのリハーサルも終了し、再開館を待って開催の予定であったが、緊急事態宣言延長の

ため休館が続いたことから中止となった。

Ⅹ その他

コロナウ

イルス感

染症対策

1 感染対策のための館内消毒 4

A

感染対策による展示物の消毒

総合評価と次年度

への対策

・令和2年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のための臨時休館や、一部展示室の閉室、演示実験の中止、工作教室等イベントの中止が相次

ぎ、昨年度との数値比較による評価が適正かどうか判然としない。

・参加体験型の展示や演示実験を実施している当館は、感染対策に多くの時間と人員を割いている。安全な博物館運営のためにも、今後も感染対策

を評価の一つとする必要がある。

博物館コメント

・ハンズオン展示品の消毒の徹底に加え、入館者から再開を望む声の多い展示品（３密の原因となるため休止中）に関する丁寧な説明、入館制限の

ためのカウント作業などに多くの時間を割いた。

・館内マニュアル作成に加え、各施設・各事業に応じたガイドライン、行動計画の作成を行い、感染症対策を職員全員で共有した。

・外部との連携事業では、感染症対策に齟齬のないよう打合せを重ねた。

総合評価（Ａ～D）　　［各達成度の平均］ B

感染症対策マニュアル・施設別ガイド

ラインの作成、実験工作/イベント別

リスク評価の徹底

4

大項目Ⅹの総合評価（Ａ～D） A
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